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「住民が団結して
　   美しい村を守る」

【防 災】【防 災】
　

9
月
30
日
夜
半
か
ら
の
台
風
24
号
の

接
近
に
よ
り
発
生
し
た
富
士
見
町
の
災

害
を
踏
ま
え
、
防
災
に
対
す
る
意
識
を

更
に
高
め
る
と
共
に
、
町
政
に
対
す
る

意
見
を
伺
う
機
会
と
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
数
名
で
し
た
が
、
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
今
後
の
議
会
活
動
で
役

立
て
て
い
く
考
え
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
町
内
で
か
な
り
の

「防災」の分科会

特特集集

雨
量
が
あ
り
、
停
電
も
広
域
で
発
生
し

た
が
、
防
災
無
線
が
聞
こ
え
ず
、
情
報

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
防
災
無

線
の
発
信
シ
ス
テ
ム
、
機
能
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
」
と
の
指
摘
。「
防
災
無

線
と
並
行
し
て
、
広
報
車
を
使
っ
た
発

信
も
検
討
で
き
な
い
か
」
と
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。

　

避
難
場
所
に
関
し
て
は
、「
母
沢
川
の

過
去
の
災
害
発
生
地
を
調
査
し
公
表
を

氾
濫
に
よ
り
、
小
六
区
で
一
次
避
難
所

が
土
砂
で
埋
ま
っ
た
」
な
ど
全
体
的
見

直
し
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
各
所
で
宅
地
化
が
進
む
中
で
、

「
過
去
の
災
害
発
生
地
を
調
査
し
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
反
映
さ
せ
公
表
し
て
ほ

し
い
。
災
害
発
生
地
は
住
居
不
適
格
地

と
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
」
と
規
制
を

求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。「
災
害
に

対
す
る
行
政
の
対
応
、
認
識
は
全
体
的

に
甘
す
ぎ
な
い
か
」
と
厳
し
い
意
見
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
東
筑
摩
郡
麻
績
村
の
高
野
忠
房
村
長
を
講
師
に

招
い
て
、
富
士
見
町
議
会
が
主
催
す
る
講
演
会
を

開
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
太
陽
光
発
電
の
条
例

化
」
で
す
。
町
民
の
ほ
か
、
諏
訪
地
域
の
議
員
、

北
杜
市
の
議
員
も
聴
講
し
、
太
陽
光
発
電
事
業
へ

の
関
心
の
高
さ
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

麻
績
村
は
な
だ
ら
か
な
南
斜
面
で
、
太
陽
光
発

電
に
は
非
常
に
適
し
た
場
所
で
す
。
こ
の
た
め
、

施
設
の
設
置
が
相
次
ぎ
、
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
ま
し
た
。
村
議
会
は
、
村
の
景
勝
地
へ
の

設
置
計
画
を
察
知
し
て
、
臨
時
議
会
で
条
例
案
を

議
決
し
ま
し
た
。
村
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
り
、
条
例
制
定
作
業
は
20
日
間
で
完
了
し

ま
し
た
。

　

条
例
の
主
な
内
容
は
、「
村
長
は
事
業
を
抑
制

す
る
地
域
を
指
定
で
き
る
」「
抑
制
地
域
で
は
事

業
区
域
の
総
面
積
が
１
０
０
平
方
㍍
以
上
の
施
設

は
認
め
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
条
例
に
は
弱
点
が
あ
り
ま
す
。

憲
法
第
29
条
の
財
産
権
の
不
可
侵
に
抵
触
す
る
可

能
性
で
す
。
し
か
し
、
施
設
用
地
に
は
宅
地
並
み

課
税
を
課
し
、
条
例
に
違
反
し
た
業
者
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
規
定
も
あ
り
ま
す
。
条
例
制

定
後
は
、
施
設
設
置
の
申
請
が
ほ
と
ん
ど
出
て
い

な
い
そ
う
で
す
。

　

高
野
村
長
は
最
後
に
、
「
法
的
強
制
力
が
な
く

て
も
、
住
民
が
団
結
し
て
美
し
い
村
を
守
る
と
い

う
信
念
が
あ
れ
ば
、
環
境
・
景
観
破
壊
は
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

抑
制
地
域
と
は

（
１
）
地
域
を
象
徴
す
る
優
れ
た
景
観
が
保
た
れ

　

て
お
り
、
そ
の
景
観
を
保
全
す
る
こ
と
が
特
に

　

必
要
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（
２
）
河
川
、
森
林
、
湖
沼
等
が
所
在
す
る
自
然

　

環
境
が
良
好
な
区
域
及
び
貴
重
な
動
植
物
が
生

　

息
す
る
区
域
で
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
自
然
環

　

境
を
保
全
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ

　

る
こ
と
。

（
３
）
農
業
振
興
を
図
る
観
点
か
ら
、
農
地
と
し

　

て
保
持
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

　

こ
と
。

（
４
）
土
砂
崩
れ
、
溢
水
（
い
っ
す
い
）
な
ど
災

　

害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
で
、
特
に
災
害
の
危
険

　

性
が
高
く
、
木
竹
の
伐
採
・
伐
根
、
盛
土
、
切

　

土
等
の
造
成
行
為
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

　

電
設
備
の
設
置
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

　

め
ら
れ
る
こ
と
。

多くの聴講者があった「太陽光発電事業の条例化」に
関する講演会
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早
い
も
の
で
、
議
員
任

期
も
残
り
３
カ
月
。
あ
と

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
気
候
の
変
化
が

激
し
く
、
大
き
な
台
風
被

害
も
受
け
ま
し
た
。
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
人
的
被
害
が
な
か
っ

た
の
は
、
せ
め
て
も
の
救

い
で
す
。

　

ま
す
ま
す
難
し
い
時
代

に
な
り
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
に
立
候
補
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
小
池　

勇
）
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講演する井上憲昭名誉院長

　
社
会
文
教
常
任
委
員
会
が
主
催
す
る
議
員
勉
強

会
は
12
月
定
例
会
の
会
期
中
、12
月
14
日
に
開
き
ま

し
た
。富
士
見
高
原
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ

ー
長
で
、富
士
見
高
原
病
院
の
井
上
憲
昭
名
誉
院
長

に「
高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い
町
は
、
住
民
に

も
や
さ
し
い
」の
演
題
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

タブレット導入など行政視察
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

　
　
　
　
樅
ノ
木
も
見
学

　
富
士
見
町
議
会
は
初
め
て
、

昨
年
11
月
13
日
に
多
摩
市
を

訪
れ
、
議
会
の
取
り
組
み
を
学

ぶ
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
視
察
後
は
、
市
議
26
人
と

町
議
11
人
が
交
流
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

多
摩
市
と
富
士
見
町
は
、
姉

妹
都
市
締
結
を
結
び
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
、
議
会
同
士
の
交
流

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か

し
、
姉
妹
提
携
30
周
年
記
念
式

典
に
多
摩
市
の
議
員
が
来
町

さ
れ
た
こ
と
や
、18
年
春
に
は
、

新
た
に
就
任
さ
れ
た
岩
永
ひ

さ
か
議
長
が
来
町
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
双
方
か
ら

交
流
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
年
11
月
中
旬
に
多
摩
セ

ン
タ
ー
駅
前
で
開
か
れ
る
「
多
摩
セ
ン
タ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
メ
ー
ン
広
場
に
は
、

富
士
見
町
の
樅
ノ
木
が
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と

し
て
飾
ら
れ
ま
す
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ

て
議
員
交
流
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
会
場
全
体
で
45

万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
使
用
さ
れ
、
市
民
や

観
光
客
を
魅
了
し
ま
す
。会
場
で
は
、
阿
部
裕

行
市
長
に
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
摩
市
の
友
好
都
市
締
結
は
富
士
見
町
だ
け

と
い
う
こ
と
で
、
今
後
も
議
会
交
流
を
深
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
視
察
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

議
会
映
像
の
配
信
」「
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
」「
決
算
審
査
施
策
評
価
」―

の

３
点
で
す
。内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信　

多
摩
市
は
２
０

１
２
年
に
、
無
料
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
本
会
議
場

で
開
始
し
、
14
年
か
ら
は
委
員
会
室
も
配
信

し
ま
し
た
。15
年
に
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
切

り
替
え
ま
し
た
。経
費
も
安
く
、
当
町
議
会
で

も
検
討
す
べ
き
課
題
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入　
17
年
に
導
入
し
、
全

議
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。所

管
各
課
と
も
つ
な
が
っ
て
い
て
、
必
要
な
デ

ー
タ
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。導
入
に

よ
り
、
紙
の
削
減
な
ど
で
約
１
０
０
万
円
の

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。経
費
は
初
期
投
資
に

３
４
３
万
円
、
維
持
費
に
年
間
１
６
８
万
円

で
し
た
。

　

決
算
審
査
施
策
評
価　

多
摩
市
は
４
常
任

委
員
会
ご
と
に
評
価
の
対
象
施
策
を
事
前
に

決
め
、
決
算
を
基
に
事
業
を
分
析
し
て
評
価

し
、
さ
ら
に
行
政
に
対
し
て
提
案
し
て
い
ま

す
。行
政
側
は
、
評
価
を
受
け
て
、
来
年
度
予

算
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
を
検
討
し
、
議
会

に
回
答
し
ま
す
。議
員
、
議
会
の
政
策
能
力
が

試
さ
れ
る
取
り
組
み
で
す
。
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阿
部
裕
行
市
長（
中
央
）の
案
内
で
、「
多
摩
セ
ン
タ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
樅
ノ
木
を

見
学
す
る
富
士
見
町
議
会

編

集

後

記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
川
合
　
弘
人

副
委
員
長
　
矢
島
　
　
尚

委
　
　
員
　
小
池
　
　
勇

委
　
　
員
　
五
味
　
高
幸

あ
と
わ
ず
か

　

次
回
、
３
月
定
例
会
は
２
月
28
日
に
開
会
し
、
一
般
質
問
は

３
月
４
日
、
５
日
の
予
定
で
す
。定
例
会
の
日
程
、
審
査
日
程
、

議
案
内
容
や
、
一
般
質
問
の
通
告
要
旨
は
、
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ
電
話
か
メ

ー
ル
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
月
定
例
会
の
議
会
だ
よ
り
は
、
統
一
地
方
選
挙
の

た
め
発
行
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

３
月
定
例
会
は
２
月
28
日
開
会

　

井
上
名
誉
院
長
は
、

高
原
病
院
の
足
跡
を
説

明
し
、「
厚
生
連
の
病
院

は
、
農
協
か
ら
無
利
子

の
出
資
を
受
け
て
い
ま

す
。し
か
し
、高
度
な
医

議員勉強会議員勉強会

療
や
福
祉
を
地
域
に
広

げ
よ
う
と
願
う
な
ら
、

事
業
の
経
済
的
な
基
盤

を
固
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

過
去
20
年
間
の
収
入
の

推
移
は
右
肩
上
が
り
で

す
。２
０
１
３
年
に
は

新
病
棟
を
竣
工
。ま
た
、

富
士
見
ケ
丘
の
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
修
道
院
を
研
修

セ
ン
タ
ー
に
す
べ
く
購

入
し
ま
し
た
。

　

富
士
見
高
原
医
療
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は

地
元
の
富
士
見
に
と
ど

ま
ら
ず
、
諏
訪
、
辰
野
、

伊
那
に
ま
で
広
が
っ
て

い
ま
す
。２
０
１
９
年
度
に
は
Ｊ

Ｒ
富
士
見
駅
に
隣
接
し
た
職
員

住
宅
の
建
設
も
計
画
し
て
い
ま

す
。交
通
ア
ク
セ
ス
に
利
し
た
施

設
で
、交
流
ス
ペ
ー
ス
を
活
か
し

た
地
域
発
信
や
、地
元
居
住
の
就

労
人
口
の
増
に
も
貢
献
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

井
上
名
誉
院
長
は「
地
元
の
人

た
ち
が
喜
ぶ
町
で
あ
れ
ば
、遠
く

か
ら
自
然
と
人
が
集
ま
っ
て
く

る
」と
語
り
ま
し
た
。

富
士
見
高
原
病
院
の

　
　

井
上
名
誉
院
長
が
講
演


